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ドイツ中世スポーツ史研究の課題
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は　じ　め　に

周知のように, 1970年代から1980年代にかけ

てスポーツ史研究のための専門誌が相次いで創刊

された注1).これらの専門誌に発表された論文の

題目を概観すると,スポーツ史の研究が量的にも

質的にも飛躍的に発展していることに気付かされ

る.というのは,単に欧米のスポーツ史だけでな

く,欧米以外の様々な国や地域のスポーツ史が研

究の対象となっており,しかも出来事としてのス

ポーツ史だけでなく,スポーツ史的事実が極めて

多様な観点から解釈されているからである.

しかしながら,多様な国と地域におけるスポー

ツ史に対する近年の研究関心は,時代区分の観点

から見ると, 19世紀以降の「近代」と「現代」

のスポーツに集中しており,それぞれの国あるい

は地域における「中世」 (ここでは,差し当たり

「中世」をキリスト暦で言う9世紀から16世紀ま

での時代とする)のスポーツに対する研究関心は

決して高いとは言えない.例えば,アメリカの

『Journal of Sport History』の創刊(1974)から

1996年までに発表された論文約240編の内,中世

のスポーツに関する論文は僅かに8編(古代に

関するものは23編)である.イギリスの『Inter-

national Journal of the History of Sport』の創刊

(1984)から1996年までに発表された論文約290

編の内,中世のスポーツに関する論文は16編(育

代に関するものは8轟)である.また,我が国

の『スポーツ史研究』では創刊(1987)から

1997年までに掲載された論稿57編の内,中世の

スポーツに関する論稿は8編である.

このように,中世スポーツ史に関する研究は,

他の時代の研究と比較すると極めて少ないと言わ

ざるを得ない.とは言え,近年の中世スポーツ史

の研究において新たな成果がないわけではない.

むしろ, 1970年代以降の中世スポーツ史研究を

概観すると,そこでは多様な研究成果が産み出さ

れている.以下では,演者が重点的に研究してい

る「ドイツ中世スポーツ史」に焦点を当てて,先

ず1970年代以降の研究動向を主として専門誌に

発表された論稿に基づいて概観し,次いで今後こ

の分野の研究を進めていく上での課題を考えてみ

たい.

I 「ドイツ中世スポーツ史」研究の動向

1. 「中世ヨーロッパスポーツ史」研究の動向

ドイツ語で発表された「中世スポーツ史」研究

の動向を見る前に,アメリカ・イギリス・カナダ

におけるスポーツ史の専門誌における「中世ヨー

ロッパスポーツ史」に関する研究を概観しておき

たい.これら3つの雑誌において確認し得た論

文約730編の中で,中世スポーツに関する論稿は

約45編ある.これらの中で特に注目に値するの

は,アメリカのCarter5-8)の研究である.という

のは,彼は上述の専門誌に中世スポーツ史に関す
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る論文を数多く発表しており,これらの論文をま

とめた単行本も上程しているからである.彼の研

究関心は主としてイギリスにおける盛期中世

(12・13世紀)のスポーツに向けられており, 「バ

イユーのタペストリーにおけるスポーツ」を始め

として, 「女性のレクレーション」 「労働と遊び」

「農民のスポーツ」 「教会とスポーツ」など多岐に

及んでいる.この意味で,彼は正に「中世スポー

ツ史研究者」である.しかしながら,残念なこと

に,彼の研究の多くは「二次史料」に基づくもの

であり, 「一次史料」を駆使したものではない.

Carter以外の研究者による中世スポーツ史研

究としては,次のような研究を挙げることができ

る. Hardy16'による「トーナメント」,

Henricks17)による「スポーツと社会的階層」,

Howell20>による「スポーツと女性」, Lindsay23'

による「チョ-サーのカソタベリー物語とスポー

ツ」, Massicotte24)やMorgan30-31)による「フラ

ンスとイギリスのテニス」, McConahey25.2ョによ

る「球技の歴史」, Mclntosh27)による「メルクリ

アリスの体操論」, Zeigler40)による「騎士のスポ

ーツ」など.

これらの研究は,いずれも,主としてフランス

とイギリスにおける中世スポーツに関する研究で

ある.しかしながら,彼らの研究は単発の発表に

留まっており,しかも必ずしも「一次史料」を駆

使した研究とは言いがたい.ただ,上述の雑誌に

おける中世スポーツ史に関する研究題目を見てい

て気付くことは,例えばスペインやポーランドな

どのヨーロッパ諸国以外にラテンアメリカやイン

ドの「中世スポーツ」 (「中世」という概念をこれ

らの国々のスポーツ史に適用できるかどうかとい

う問題はある)が論じられている点である.

最後に,これら雑誌論文以外に, McConahey25-1

の学位論文, Barber2¥ Barker^, Clarel0-1 , Vale39¥

などによる騎士道とトーナメントに関する一連の

研究, Bascetta43によるイタリア・スポーツの資

料集などの研究を挙げておきたい.

2. 「ドイツ中世スポーツ史」研究の動向

ドイツ語で発表されたスポーツ史の研究も,節
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究関心が主として近代以降のスポーツ史に向けら

れている英米の研究と大差はない.このことは,

ドイツで刊行されているスポーツ史の専門誌に発

表された論文の題目を概観することによって明ら

かになる. 『Stadion』誌では創刊(1975)から

19/20巻(1993/94)までに約270編の論文が掲

載されており,この中で「中世スポーツ」に関す

る論稿は約30編(古代に関するものは約50編)

である(これらの論稿はドイツ語だけでなく,莱

語・フランス語・イタリア語で作成されており,

従って中世に関する論文すべてがドイツ中世に関

するものではない).他方,主として第一次世界

大戦以後のスポーツ史に関する論文の掲載に重点

が置かれている『Sozial- und Zeitgeschichte des

Sports』では,約144編の掲載論文のうち中世ス

ポーツに関する論稿は4編(古代に関しては1

編)と,当然のことながら少ない.このように,

ドイツ語圏のスポーツ史研究においても,研究関

心の重点は近代と現代のスポーツ史にあり,中世

のスポーツ史に関する関心はそれほど高くはな

い.以下では,先ず中世スポーツ史を全体的に論

じた論稿を取り上げ,次いで中世における個々の

スポーツあるいは問題について検討することにす

る.

先ず, 「中世スポーツ史」を全体的に論じたも

のとしては, Ueberhorst38-1が編集した『身体運

動の歴史』第3巻の1 (1980)における「中世

の身体運動」が挙げられる.この中で, Nieder-

mann (pp. 70-96)は「騎士と市民の身体運動」

の章を担当し,社会史の方法を意識しながら,中

世におけるスポーツ活動の動幾を解明しようとし

ている.また, 「中世における市民と農民の身体

運動」の章を担当したRenson (pp.97-144)

は,文化人類学の概念を使用しながら,民衆生活

における「マージナル史」としてのスポーツ史を

構想している.しかしながら,彼らの論稿では,

中世スポーツに関する新しい解釈の方法は提示さ

れているが,新たな史料の発掘に基づく研究では

ない.

次に個々のスポーツあるいは問題に目を転じる

と, 「馬上槍試合(トーナメント)」に関しては,
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Fleckensteinll)が編集した『中世における騎士の

トーナメント』 (1985)が最も重要である. 1982

年秋に「マックスープランク歴史研究所」で開催

されたコロキウムに基づいているこの著作には,

ヨーロッパ各国から20人の研究者が寄稿してお

り,ドイツ・イギリス・フランス・イタリア・ハ

ンガリー・ベ-メソにおけるトーナメントの歴史

だけでなく, 「トーナメント団体」や都市におけ

るトーナメント,戦争とトーナメントやトーナメ

ントでの武装など多岐に渡る問題が論じられてお

り,しかも言語的・軍事的・社会的・経済的など

の様々な観点から考察が加えられている. Fleck_

ensteinの著作以外のトーナメント研究としては,

この著作に「トーナメント団体」 (pp.500-512)

について寄稿したMeyer28)が,トーナメントに

関する一連の研究を発表している.これらの研究

を通じて彼は,中世における「スポーツ大会」と

してのトーナメントを明らかにしている. 『ロー

ベルトド-ヴァ-のオリンピック競技』

(1975)サ)で有名なRiihl34,35)は,その後の一連の

研究においてイギリスとドイツのトーナメントに

おける「得点の記録化」あるいは「参加資格」な

どを明らかにすることによって,スポーツ史的な

観点から競技方法の解明に努めている.さらに,

H6rrmann19>ほ16-17世紀の宮廷におけるトーナ

メントの研究を行い, Kurras22)はトーナメント

関係史料の復刻を通じて騎士とトーナメントの関

係を明らかにしようとしている.

射撃に関しては,ドイツ各地でその地の射手団

体の歴史に関する著作が数多く出版されている.

しかしながら,スポーツ史的な観点から射撃に着

目した研究は極めて僅かである. Michaelis29)は,

射手団体の起源が古ゲルマンの「鳥射撃儀礼」と

「ギルド共同体」に基づくことを主張した.他

方, Schnitzler36'は公開射撃大会への招待状の内

容を分析することによって,成績・競争・記録と

いった「近代スポーツの特徴」が既に中世後期の

公開射撃大会の中に認められることを明らかにし

た・剣術に関する研究としては, Hils18>の研究が

挙げられる・彼はドイツ語による手書きの剣術史

料に基づいて,剣術師範の社会的な地位と活動と

楠戸

を包括的に明らかにした・また,格闘に関して

は, Auerswaldの著作(1539)"や15世紀から17

世紀に至る格圃術の文献9)が復刻されている.

Gillmeister12'13-1はテニスの歴史に関して数多く

の成果を発表し,テニス史の研究に関して新たな

地平を切り開いた・彼は一連の研究において,也

較文学・比較言語学・図像学の方法論を駆使しな

がら・テニスの起源が「城門の攻防」 (pas

d'armes)にあることを明らかにした.球戯の外

には, GrasshofP4'15)がブリューゲルの絵など図

像に基づいて,走跳投などの「民族的運動」を明

らかにしている・また, Renson32)も文化人類学

の方法論を援用しながら「民族的運動」の解明を

行っている・さらに, Strohmeyer37)は貴族身分

の「体育」について研究を行っている.

以上のようなドイツ語圏における中世スポーツ

史に関する研究を全体的に眺めてみると,研究の

関心が主として「トーナメント」に向けられてい

るように思われる.

Ⅱ　今後の課題

ドイツ中世スポーツ史研究に限らずスポーツ史

研究における今後の課題は,各々の研究者の問葛

関心によって極めて多様であろう.以下では,

1)実証的研究の必要性, 2)史料の整理, 3)ドイ

ツ中世スポーツ史研究における具体的な課題,の

3つの観点から今後の課題を考えてみたい.

1)実証的研究の必要性. 1970年代以降の研

究における一つの特徴は,上述のように,文化人

類学や言語学あるいは社会学の概念や方法論を援

用したスポーツ史的事実の解釈にあるように思わ

れる・そこでは, 「スポーツとは何か」という問

堰意識の下に,例えばスポーツの「歴史的意味」

や「社会的意味」のようにスポーツ史的事実の「意

味」が様々な観点から問われる.もちろん, 「ス

ポーツの意味」を問う研究がスポーツ史研究の重

要な課題であることは言うまでもない.しかしな

がら, 「歴史的事実の意味」を問う研究では,ス

ポーツ史的事実の理論的あるいは問題意識的な解

釈が優先され一次史料に基づく「歴史的事実の

再構成」という歴史学本来の課題がなおざりにさ
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れる債向がある. 「歴史的事実の解釈」を重視す

る研究では,具体的かつ個別的な議論よりも「全

体的な」議論に傾きやすく,しかも「解釈の妥当

性」を巡る論議が「無限後退」に陥る危険性もあ

る注2).

他方では, 「スポーツは如何に行われたか」と

いう問題設定も,スポーツ史研究における独自性

を考えるならば,重要な課溝であるように思われ

る.というのは,この問題設定の下では, 「スポ

ーツ」という概念の内包から導出される諸問題が

追求されるからである.例えば, 「スポーツとは

競争的身体運動である」という定義からは,競争

の諸条件・参加資格・成績の評価方法・運動形態

・トレーニング方法など,非常に多様な問題が導

出される.このような問題の歴史学的な解決が,

むしろ「スポーツ史研究の独自性」を保証する要

件となるのではないだろうか.

2)史料の整理.歴史学における実証的研究

を支えるのは,言うまでもなく「史料」である.

ドイツの中世スポーツに関しては,既に19世紀

以来多くの一次史料の存在が明らかにされてい

る.しかしながら,こうした一次史料に関する史

料集成あるいは二次史料のビブリオグラフィーは

必ずしも十全ではない.なるほど, Kriigerと

McClelland2"はヨーロッパの中世スポーツに関

する一次史料と二次史料に関する文献目録を作成

している.しかし,この文献目録に再録された一

次史料は主として16世紀と17世紀に集中してお

り, 12世紀から15世紀における一次史料に関し

ては僅かしか再録されていない.この意味では,

「中世スポーツ史」研究に取り組む研究者のため

に,一次史料と二次史料に関する文献目録集が是

非とも必要である.

他方,例えはドイツ中世における射撃の競技規

則の変遷を解明しようとすると,先行研究で指摘

された一次史料だけでは,十分な解明はできな

い.というのは,問題設定に対応する一次史料の

所在が不明であるからである.従って,中世スポ

ーツ史に関する研究では,問題設定によっては新

しい史料の発掘が不可欠である(ドイツの図書館

や文書館には,中世スポーツ史に関する史料が未
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利用のまま眠っている).新しい史料の発掘の助

けとなるのが, 19世紀以来ドイツ各地で設立さ

れた「歴史協会」が刊行している雑誌における実

証的研究である.こうした雑誌では中世スポーツ

に関する史料の所在が紹介されている.

3)具体的課題.最後に,ドイツ中世スポー

ツ史研究の具体的な課題として次の点を指摘して

おきたい. 1)個々のスポーツにおける競技規則

とその変遷の解明.ドイツ中世における個々のス

ポーツの競技規則の変遷という観点から見れば,

僅かに「公開射撃大会」に関する競技規則が多少

なりとも明らかになっているだけであり,トーナ

メント・剣術・格闘・球戯(特に九柱戯) ・走跳

投などのスポーツにおける競技規則は不明なまま

である. 2)農民のスポーツ.農民あるいは農村

におけるスポーツに関しては,史料的な制約もあ

り,ほとんど研究されていない. 3)中世スポー

ツにおける「身分制」.従来の中世スポーツ史研

究においては,主として貴族・市民・農民といっ

た枠組みに基づいて論述が進められてきた.しか

し,例えば都市住民は市民権を有する「市民」と

有さない「庶民」とに分けられ,各々の身分によ

ってスポーツへの参加資格が異なっていた.従っ

て,中世スポーツにおける「身分制」の問題に関

しては,より一層詳細な分析が必要になってく

る.また,馬上槍試合やダンスに見られるよう

に,庶民による貴族のスポーツの模倣の問題もあ

る.

いずれにしても,歴史的事実は無限に多様であ

り,研究者の観点(あるいは研究関心)も無限に

多様であることを考慮するならば,ドイツ中世ス

ポーツ史の研究も無限の課題を残していると言え

よう.

注

注1)カナダでは『Canadian Journal of History of

Sport and Physical Education』が1970年に(1981

年から『Canadian Journal of History of Sport』に

誌名変更),アメリカでは『Journal of Sport Histo-

ry』が1974年に,ドイツでは『Stadion. Zeitschrift

fiir Geschichte des Sports und der Korperkultur』
が1975年(1984年から『Internationale Zeitschrift
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fur Geschichtedes Sports』に誌名変更)に, 『Sozi-

al- und Zeitgeschichte des Sports』が1987年に,イ

ギリスでは『British Journal of Sports History』が

1984年(1987年から『International Journal of the

History of Sport,』に誌名変更)に,我が国では『ス

ポーツ史研究』が1987年に創刊されている.

注2)歴史研究における「定義」 「意味」 「解釈」 「説明」

などの問題に関しては,拙稿の「研究ノート:ス

ポーツ史学の方法論的前提」 (広島大学総合科学部

紀要Ⅳ　保健体育学研究, 7 (1989),ト28)を参照

されたい.
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